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I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

問 菊陽町新型コロナワクチンコールセンター
　 ☎（234）7077 詳しくはこちら→

新型コロナワクチン接種情報
（４月15日時点）

４月下旬から、12～17歳の人の追加接種（３回目）を開始しました。
最新の情報は、町ホームページでご確認ください（ページ右上のＱＲコードからアクセス
できます）。

12～17歳の人も追加接種（３回目）を受けられるようになりました
対象者には、４月８日に接種券を送付しました。案内通知をよく読んで、お子さんと一緒にご検討ください。

◆新しく追加された対象者
　原則、町内に住民登録のある12～17歳の人（接種日時点）で、２回目接種を終了した人。

◆使用するワクチン　ファイザー社製

◆接種間隔　２回目接種日から６カ月経過した日以降可能

◆保護者の同伴が必要な場合があります
　18歳以下（高校３年生相当）の人が接種するときは、保護者の同伴が必要です。ただし、以下⑴⑵の両
方を満たす場合は、保護者の同伴は必要ありません。
⑴接種について保護者が説明書を読み、予診票に保護者が自ら署名し、接種に同意している。
　※16歳以上の人は、接種する本人が署名してください。
⑵接種する人の健康状態をよく知る親族が、保護者に代わって同伴できること。

※同伴者は、保護者が記入した委任状を持参してください。（委任状についてはコールセンターへお問
い合わせください。）

◆12～17歳の人が接種したときの副反応
　米国では、２回目の接種後と同様の症状が、同じ程度かやや高い頻度で現れると報告されています。

　　　12～17歳の接種後７日間に現れた症状

　ごくまれですが、心筋炎の発症が報告されています。
　米国では、３回目接種後の方が２回目接種後よりも心筋炎の報告頻度は低いとされています。

注意
◦他の予防接種を、新型コロナワクチンと同時に接種することはできません。
◦新型コロナワクチン接種の前後２週間は、他の予防接種はできません。

報告割合 接種後の症状
50％以上 注射した部分の痛み、疲労、頭痛
10~50％ 筋肉痛、発熱、悪寒、関節痛、おう吐前のむかつき、注射した部分の赤み・はれ
１~10％ 腹痛、痒み、下痢、おう吐、発疹

出典：厚生労働省ホームページ

　基礎疾患がある人などの「重症化リスクが高い人」は、特に接種をお勧めしています。
接種についてあらかじめ「かかりつけ医」などとよく相談してください。
　重症化リスクが高い基礎疾患名は、右記ＱＲコードから、厚生労働省「新型コロナワ
クチンＱ＆Ａ」をご確認ください。

厚生労働省
ホームページ
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ワクチンの
種類 標準的な接種期間・間隔 標準的な接種期間を

とれなかった場合 回数

サーバリックス
（中学１年生の間）
２回目：１回目から１カ月
３回目：１回目から６カ月

２回目：１回目から１カ月以
上あける

３回目：１回目から５カ月以
上かつ２回目から２
カ月半以上あける

３回
②の対象
者で過去
に接種し
たことが
ある人は、
残りの回
数

ガーダシル
（中学１年生の間）
２回目：１回目から２カ月
３回目：１回目から６カ月

２回目：１回目から１カ月以
上あける

３回目：２回目から３カ月以
上あける

※ワクチンの種類は接種する医療機関にご相談ください。
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子宮頸がんの現状
　日本では毎年、約1.1万
人の女性がかかる病気で、
さらに毎年、約2,900人の
女性が亡くなっています。
　患者さんは20歳代から
増え始めて、30歳代まで
にがんの治療で子宮を失っ
て し ま う（妊 娠 で き な く
なってしまう）人も、１年
間に約1,000人います。

子宮頸がんと新たに診断された人の数（2018年）
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ＨＰＶワクチンを接種した後も、
ワクチンでは予防できない型の
ＨＰＶによる病変を早期発見・
治療するために子宮頸がん検
診を受診することが大切です。
20歳を過ぎたら定期的に
子宮頸がん検診を受け
ましょう。
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